
血液製剤使用量 

 

 

当院は輸血管理料Ⅰに関する施設基準を満たしている。 

血液製剤（輸血用血液製剤と血漿分画製剤）の年度別使用量の推移は過去 10年間でみると

大きな変化はない。輸血用血液製剤の年度別使用量は直近 3年間でみると増加傾向にある。

2022年度は 2021年度と比較すると赤血球製剤、血漿製剤、血小板製剤とも使用量が減少し

ていた。 

 

データ提供 輸血部 
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